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平成 30 年度学校評価アンケート結果について 

保護者の皆様にご協力いただきました学校評価アンケートの集約結果についてお知らせし

ます。皆様からのご意見を真摯に受け止め、今後の教育活動にいかしてまいります。 

今年度、新たに調査した「子どもから、いじめられている子がいると聞いたか」について、

何を“いじめ”とするのかがはっきりしないというご意見をいただきました。「いじめの定義」

と「調査の意図」を示さなかったために混乱を招いたと反省しています。この調査では、だれ

もが「いじめやいじめにつながる行為」に関心をもち、子どもたちが友だちを傷つけないよう

行動しようとする姿勢を育てることをねらいとしました。 

◆ 保護者（回答数 507/582 87％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆ 児童（回答数 534/582 92％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 考察 

  全体傾向としては、昨年度までと同様、多くの項目で「その通り」「どちらかといえばそ

う思う」と回答した保護者・児童が多く、おおむね学校の取り組みに対して好意的な評価を

得ることができました。 

  しかし、保護者の皆様は、子どもの学習に関心が高く、「読者・学習意欲・学習習慣（No.6･

7･8･9）」に関する項目では、低い傾向にありました。児童の回答からも、「分かるまで教え

てもらう」「すすんで勉強する」の割合が低くなっています。学習意欲・学力向上は学校の

使命でもあり、「魅力ある授業」「分かりやすい授業」に努めてまいります。 

  一方、スマホの利用については、「ルールを守って使っている」と回答した児童の割合が

昨年度より 10 ポイント上がり、8 割がルールを守っています。家庭での管理・見守りの成果

だと感謝します。引き続き、よろしくお願いします。 


